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ガバナー・メッセージ

2018－19年度
国際ロータリー第2500地区ガバナー 細　川　𠮷　博

（帯広北ロータリークラブ）

ガバナー月信  10月号 Oct

ガバナーメッセージ

　日本の地方において人口減少、少子高齢

化は様々な問題を引き起こしていますが、

ロータリアンのように奉仕に関わる団体に

とってもメンバーの減少は深刻な問題で

す。クラブ訪問を通じて多くのクラブでは

親睦の機会を増やし、奉仕の機会を充実さ

せることによって会員の増強に努力されて

います。

　クラブによってはロータリアンがある年

齢になって後継者に会員を譲って引退され

ているところがありました。またあるクラ

ブでは多くの高齢（失礼しました）の会員

が現役にて精力的に活動されていらっしゃ

いますが、社会的にそれなりの年齢になら

れた後継者の方がいらっしゃいますがロー

タリーなどの奉仕団体に加入されていない

とのクラブがありました。

　多くの皆さんは大変お元気です。きっと

ロータリーの活動がそうさせているとは思

いますが。会員の世代交代は今後大切な問

題と思います。

　9月に訪問させていただきました稚内ロ

ータリークラブは親子２世代の会員が３組

いらっしゃるとのことでした。中標津町ロ

ータリークラブにおかれても２組の会員が

いらっしゃいました。どちらのクラブにお

いても親子どちらの会員も精力的に活動さ

れクラブ内での要職をこなされていまし

た。

 地方では起業される方が限られ、減少し

ています。ロータリーとしての活動をその

地区で継続していくためには後継者に入会

してもらう必要があると思います。

 親子で会員維持しやすい方法、例えば会

費の割引をするなどクラブの中で円滑に継

続していけるよう検討できることがあると

思います。皆さんのクラブではいかがでし

ょうか？

 10月は経済と地域社会の発展月間です。

ロータリーが活発に活動できる社会は経済

的にも良好に循環している証しと思いま

す。私たち一人ひとりの活動が地域発展の

原動力と考えて活動したいものです。

 そして米山月間です。この2500地区には

多くの奨学生が学んでいます。きっと将来

日本と本国との架け橋になってくれるもの

と信じています。米山奨学会の意義をぜひ

ご理解いただき皆様のご支援をお願いいた

します。

クラブメンバーの世代交代に思う
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公式訪問レポート

第３分区　美瑛ロータリークラブ

　美瑛ロータリークラブは、旭川北クラブをスポン
サーとして1975年3月21日に創立されました。上田
会長の会長方針である「町の人口減少を憂慮し、
日々のロータリー活動を少しでも地域活動に役立た
せたい」のもと、会員が一致団結し、美瑛どかんと
農業まつり・美瑛神社での植樹活動・サケの稚魚放
流といった奉仕活動を継続し、地域のための活動を
実践しております。会員の相互交流・活動状況の外

部への発信ではフェイスブック・ブログを活用し、
閲覧者は既に4万5千人を数え、PR活動にも積極的
に取り組みしております。会長方針には、青少年の
活躍が不可欠であると捉え、ライラセミナーへの積
極的な参加、各種イベント等で青少年と積極的に関
わり、リーダーの発掘・育成にも努めているとのこ
とでありました。旭川市内での年1回の夜間例会も
開催しているとお聞きし、会員27名のとても和気あ
いあいとしたクラブとの印象を受けました。お忙し
いところ公式訪問に、心温まる対応をいただきあり
がとうございました。

（文責：今野　　努　副幹事）

会　　場：美瑛町商工会

公式訪問：2018年8月20日（月）

会　長：上田　利政

幹　事：古川　博士

第３分区　旭川南ロータリークラブ

　旭川南ロータリークラブは、旭川西クラブをスポ
ンサーとして1973年2月11日に創立されました。例
会出席がクラブの発展、会員同士の親睦、奉仕の機
会に繋がるものとして出席率向上を目指し、会員増
強に積極的な取組を行っています。社会生活に奉仕
の理想を適用し、公共のために奉仕することを奨
励、旭川市主催のゴミぽい捨て禁止運動、神楽花火
大会後の河川敷清掃にも会員が団結して参加してい

るとの事です。青少年奉仕では、会員27名の旭川明
成高校インターアクトクラブのスポンサークラブと
して積極的な関わりも継続しており、CO２削減に
効果のある植物ケナフの植栽に同校と協力して、エ
コ活動にも取り組みしています。会員数35名の南ク
ラブ髙野会長は「世界で、地域社会で、そして自分
自身の中でよりよい未来のために仲間が手を取り
合って行動する社会を目指す」という趣旨の「未来
を考えよう」という会長方針を掲げ、親密でまとま
りのあるクラブとの印象を受けました。第3分区淤
見ガバナー補佐をはじめ、南クラブの皆様お忙しい
中、公式訪問にご対応を賜りありがとうございまし
た。

（文責：今野　　努　副幹事）

会　　場：アートホテル旭川

公式訪問：2018年8月20日（月）

会　長：髙野　　徹

幹　事：一條　豪真
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ガバナー月信  10月号 Oct

公式訪問レポート

第３分区　旭川空港ロータリークラブ
会　　場：東神楽町商工会

公式訪問：2018年8月21日（火）

会　長：秋山　雅章

幹　事：宮出奈美枝

　旭川空港ロータリークラブは、旭川南クラブをス
ポンサーとして1995年5月28日に創立されました。
秋山会長の会長方針である「楽しみながら　貢献で
きる活動を」のとおり会員の皆様は、親睦活動を楽
しみながら地域社会に奉仕されており、楽しく笑顔
の絶えないクラブとの印象を受けました。現在行っ
ている活動として、町内少年野球団2チームへの支
援・旭川空港祭りをはじめとするお祭りへの参加・
小学校の図書費補助などでありますが、活動の幅を

広げ、より一層の地域社会に積極的な奉仕を深めて
いきたいとのことでありました。国際奉仕には、町
内の老健施設で働くベトナム・タイ人との交流によ
り親睦と理解を深めていくと、前向きです。会員12
名で少人数のクラブではありますが、細川ガバナー
からは「少人数で最強のタッグを組み、力を合わせ
てロータリーを盛り上げて頂きたい」と今後につい
ても期待するお言葉がありました。9月に旭川空港
にて開催される、全国空港ロータリークラブフォー
ラムのホストクラブであるにも拘らず、本当にお忙
しい中、ご対応いただきありがとうございました。
成功を祈念しております。

（文責：今野　　努　副幹事）

第３分区　旭川西ロータリークラブ

　クラブ協議会において、代理出席者が多いにも関
わらず、細川DGのクラブ活動計画報告へのアド
ヴァイス・講評は懇切丁寧になされました。
　質疑応答の時間が何故かしらもうけられており、
待ってましたとばかりに地区事務所の一件に対して
の質問があり、この後の例会におけるガバナー講話
にて説明される予定事項ではありましたが、ガバ
ナーは方針どうりの答弁をいたしましたが納得でき
ないようでした。
　ガバナー公式訪問における基本的なあり方はクラ
ブ協議会におけるクラブの活動計画の説明であり、
ガバナー代理としてガバナー補佐が出席可能な会議
ですので､ガバナーへの質疑応答は、ガバナーがＲ

Ｉ会長のテーマを説明し会員の理解を求める事およ
びガバナー地区方針等の説明がなされた後に設けら
れるのが多くのクラブのあり方ですので少々戸惑い
ました。
　旭川市内7クラブは夫々個性があり、例会・初会
議の雰囲気も個性的で、歴史の差かロータリーの理
解度の差か、思わぬ温度差を感じました。
　例会は細川DG地区方針説明他、パワーポイント
を有効且つ効果的に使用し、誠意と熱情溢れれる一
般ロータリアン目線での説明では、その内容は十分
に理解され多くの会員諸氏のロータリー精神を刺激
し理解されたものと思われます。
　特に２５００地区事務所等の諸問題点にも地区戦
略会議にて取り組み始め近い将来に解決する方向の
報告は十二分なる理解を得られたものと感じまし
た。

（文責：家内　裕典　副幹事）

会　　場：アートホテル旭川

公式訪問：2018年8月21日（火）

会　長：大垣　　宏

幹　事：佐藤　友泰
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公式訪問レポート

第３分区　北海道２５００ロータリーＥクラブ

　北海道２５００ロータリーＥクラブは創立5年の
若いクラブで、北海道に唯一のＥクラブです。Ｅク
ラブとはＷＥＢ上を例会場とし、そこに会員が見に
行く、または書き込むことで成立しています。ＷＥ
Ｂ上で出来るとあって、会員も旭川の方だけではな
く、北海道全域から入会ができるのも特徴です。細
川ガバナーからもこのＥクラブの運動をぜひ2500地
区に広く発信したいという言葉もありました。ＷＥ
Ｂ上だから出来る可能性や、入会のしやすさが、ま
ずはロータリーの運動を知るきっかけとして若い世
代に受け入れられないか、また、クラブの無い地域
で活動したい会員にはとても良い手段になるかもし

れないというお話で会員の皆様も興味深く聞いてお
られました。
　梅井会長からも先般発災した西日本豪雨の際に広
島県の福山や呉などからメークアップの依頼があっ
たと報告がありました。ＥクラブではＷＥＢ上で
メークアップがとれるのも特徴で500円でカード決
済で可能です。詳しくは以下のページにアクセスし
てください。
http://hokkaido2500rotaryeclub.org/
　梅井会長の本年度方針「実行しましょう」のも
と、ケータイスマホ安全教室の実施や献血運動など
特色ある活動に加えて、インターアクトや他地域と
の交流を模索するなど、方針通りのアクティブな運
動に大変勉強をさせられた訪問となりました。

（文責：火ノ川　好信　副幹事）

会　　場：大雪地ビール館

公式訪問：2018年8月22日（水）

会　長：梅井　幹雄

幹　事：渡邉　正俊

第３分区　旭川北ロータリークラブ

　吉川会長の本年度クラブ方針は「伝統を引き継ぎ
進化を計る」です。
　伝統を受け継ぎながらも組織が硬直化しないよう
に発展的な持続を目指す方針には、昨年度50周年を
終え、また新しい未来を切り開いて行こうという吉
川会長の思いが感じられました。
　特に重点目標の1つに位置付けている子供たちの
学習支援事業には吉川会長の並々ならぬ思いが詰
まっているように感じました。通称「せんちゃん食
堂」と呼ばれる支援事業は2500地区の地区補助金を
活用した運動で、毎月第1・３月曜日に「ラーメン

　のせんちゃん」を会場に、小学生から高校生まで
の学習支援をしています。講師は会員や大学生が行
うこともあり、学習支援だけではなく人財育成にも
一役買っているのは想像がつきます。学習が終わっ
た後にはみんなでせんちゃんラーメンを食べるのも
子供たちにはたまらない時間でしょう。昨年50周年
を終え、地域の中で「お金やモノ」だけではなく
「地域の子どもたちの未来を育む運動が必要」と取
り組まれた事業と伺い、その経緯を説明する会長の
言葉に何度も感銘を受けました。細川ガバナーから
もなんとかこの事業を継続し、２５００地区内でも
発信しながら広げていくことが出来ないだろうかと
いうお言葉もありました。
　各地にはよい仲間と良い見本が沢山あることを感
じる訪問になりました。

（文責：火ノ川　好信　副幹事）

会　　場：ＯＭＯ７旭川

公式訪問：2018年8月22日（水）

会　長：吉川　裕二

幹　事：澤田真由美
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ガバナー月信  10月号 Oct

第３分区　旭川東ロータリークラブ
会　　場：アートホテル旭川
公式訪問：2018年8月23日（木）

会　長：山﨑　知文
幹　事：駒形　貞洋

第３分区　旭川東北ロータリークラブ
会　　場：旭川トーヨーホテル
公式訪問：2018年8月23日（木）

会　長：川上　義尚
幹　事：鈴木　　哲

　山﨑会長と細川ガバナーは青年期釧路の病院でと
もに勉強をされていた仲ということもあり、会長の
ご挨拶の度にガバナーの体調を思いやるお話があ
り、更に地区役員に3名出向頂いているということ
で本当にガバナーを応援いただいているクラブだと
感じました。会長の方針の中でも「インスピレーシ
ョンになろう」というテーマを細かく分析され、会
員の事を思いやる姿勢に溢れるクラブであると感じ
ましたし、今年度は例会の出席率も上がっているこ
とを聞き、会長をはじめ皆様の人柄がそうさせてい
るのだと感じました。

　今年度の活動をお聞きし、ガバナーからも青少年
事業に力を入れているクラブとお話があったよう
に、長年にわたりルーマニア等の国際交換留学の事
業を行った実績があり、また友愛委員会があり、そ
こでは国内1クラブ、海外1クラブの友愛クラブとの
交流、親睦を行っていることをお聞きし、人と人の
つながりを大切にするクラブであることが感じられ
ました。
　例会上の外には○×式にホワイトボードで出席に
有無を記すことができ、一目で今日の出席状況、一
年間の出席状況がわかります。こういった細かい配
慮も出席率を上げる要素になっているかもしれませ
ん。大変勉強になる訪問となり感謝いたします。

（文責：火ノ川　好信　副幹事）

　旭川東北ロータリークラブは、旭川東ロータリー
クラブをスポンサーとして旭川市内6番目のクラブ
として、昭和５５年２月１４日に創立され今年で３
８年になりました。
　会員数は１７名と少数精鋭ですが、明るい雰囲気
の中でクラブ協議会、例会、２次会に参加させてい
ただきました。旭川東北ロータリークラブの活動で
特に目を引いたのは青少年奉仕の活動です。旭川大
学高等学校インターアクトクラブの支援、東北ロー

タリー旗争奪中学校野球大会、東北ロータリー旗争
奪小中学校バレーボール大会などの活動を計画され
ており、野球大会やバレーボール大会は今年で３３
回目の開催になります。旭川の他のロータリークラ
ブも含めてですが、インターアクトクラブの支援を
行っているクラブが多く、旭川全体が青少年の育成
に力を入れているという印象を持ちましたが、旭川
東北ロータリークラブもまさに青少年奉仕に真剣に
取り組まれているクラブでした。
　最後にお忙しい中でお迎えいただいたメンバーの
皆様に感謝申し上げます。本当に有り難うございま
した。

（文責：曽我　浩昌　副幹事）
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第３分区　旭川モーニングロータリークラブ
会　　場：アートホテル旭川
公式訪問：2018年8月24日（金）

会　長：嵯城　俊明
幹　事：木村　和哉

第３分区　旭川ロータリークラブ

　第２５００地区で最も歴史あるロータリークラブ
である旭川ロータリークラブは昭和９年１０月２６
日に創立され、今年で創立から８４年になります。
クラブ協議会、例会に参加させていただき、まさに
歴史と伝統を感じさせる厳粛な雰囲気、そして厳格
な運営をされていて、自然と背筋が伸びるような気
持ちになりました。
　今年度の鎌田会長の会長方針のテーマが「歴史と
伝統を原点に、未来へつながる活動に取り組む」と
ありますが、歴史と伝統の重みが半端ではなく、今
まで培ってきた活動での地域への貢献や結びつきを

基に未来志向で活動するメンバーの皆さんに感動い
たしました。
　余談になりますが今回の公式訪問ではガバナーが
お持ちしました点鐘の鐘を例会時にセッティングさ
せていただきましたが、その時に通常の例会で使わ
れる点鐘の鐘を見せていただき、そこからも歴史を
感じることができ思わず写真を撮ってしまいまし
た。

 

旭川ロータリークラブ　点鐘の鐘
　今回の公式訪問では旭川ロータリークラブのメン
バーの皆様に温かく迎えていただき心より感謝申し
上げます。有り難うございました。

（文責：曽我　浩昌　副幹事）

会　　場：ＯＭＯ７旭川
公式訪問：2018年8月24日（金）

会　長：鎌田　嘉範
幹　事：須藤　良太

　第２５００地区唯一のモーニングロータリークラ
ブである旭川モーニングロータリークラブの例会は
朝７：３０からスタートしました。
　当初は朝が早くて大変ではないかと考えていまし
たが、朝から活気溢れる会場に圧倒され、メンバー
の皆様がとても元気で溌剌としているのを見て、眠
さもどこかへ飛んでいき、その日一日の活力をいた
だきました。貴重な朝の時間を大切に使い、メンバ
ー皆様の努力でこのような例会運営をされているこ
とに感動を覚え、またクラブを活性化している秘訣

が例会にあると感じることができました。
　嵯城会長は今年度の会長方針で「楽しくなければ
ロータリーじゃない」、しかし「楽しいだけでもロ
ータリーじゃない」、この２つの要素があってこそ
ロータリーで、これらを徹底的に追求することが新
モーニングロータリーへの進化であり、会員相互の
絆を深めることになると伝えています。確かに私が
感じた楽しさの裏にある、規律やおもてなし、真摯
な姿勢など、会長方針を体現していると感じまし
た。
　細やかな心遣いでお迎えいただき旭川モーニング
ロータリークラブのメンバーの皆様には大変お世話
になりました。ありがとうございました。

（文責：曽我　浩昌　副幹事）
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第４分区　興部ロータリークラブ
会　　場：興部町地域商工センター
公式訪問：2018年8月27日（月）

会　長：長坂　廣行
幹　事：阿部　昭一

第４分区　雄武ロータリークラブ

　雄武町は人口４５２１名で道東地方、北海道オ
ホーツクの最北部、稚内と知床のちょうど中間地点
に位置するこの町は、オホーツク海の豊富な海産資
源と、広大な大地を利用した畜産資源に恵まれた
「自然と資源の豊かな町」でもあります。その地域
の中で雄武ロータリークラブは、１９６４年に紋別
ロータリークラブをスポンサーに創立。漁業・林
業・畜産を主要産業とし、地方特有の人口減少の
中、会員１２名で活動しております。限られた会員

数の中で全会員が何事にも前向きな意欲を持つこと
を念頭に会員増強に力を入れて活動しています。橋
詰啓史会長は会長方針の中に４つのお言葉を綴られ
ています。『熱意を持つ』『心に伝わる』『励ま
す』『手を取り合う』これは雄武の開拓期からの厳
しい冬を乗り越えるためにお互い日々助け合いなが
ら春の訪れを待つ人の繋がりの中で生れたお言葉だ
と思います。会員相互の親睦やクラブへの思いを大
切に地域への奉仕活動、事業に役立つ活動を実行さ
れているクラブでした。
　雄武ロータリークラブの皆様には、心温まる対応
をして頂き感謝申し上げます。

（文責：及川　　悟　副幹事）

会　　場：ホテル日の出岬
公式訪問：2018年8月27日（月）

会　長：橋詰　啓史
幹　事：白石　豊喜

　長坂廣行会長の基本方針は第２５００地区細川ガ
バナーが掲げられました８つの地区目標を熱い気持
ちでロータリアンとしての心を奮い立たせ活動し、
地域社会でロータリークラブの存在意識を高めてい
きますとお話されました。その中で実際の活動も地
域のニーズを探り地域社会の質を高めるために大き
なことをするのではなく少人数クラブとして身の丈
にあった活動、奉仕実践しクラブ内の連携を密にし

ていました。町の人にもロータリー活動を理解して
頂けるよう広報活動にも力を入れていることでし
た。また国外からの船舶が行き来する興部町ならで
はのことですが海外訪問者、国外訪問者の方々を例
会に招待し理解と交流を深める活動にもお力を注が
れ、会員皆様ひとり一人が『核』となって活動され
ている印象を受けました。
　興部ロータリークラブの皆様、心温まる対応をし
て頂き感謝申し上げます

（文責：及川　　悟　副幹事）
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第５分区　留辺蘂ロータリークラブ

　例会スタートは出席者で留辺蘂ロータリークラブ

ソング『おお、ルベシベロータリアン』を斉唱！歌

詞が留辺蘂のことがこの歌ですべてを表現していて

ロータリアンの皆様が如何に地元を愛しているかを

感じ感動すら覚えました。

　留辺蘂町は北見市に隣接した町として２００６年

に北見市と合併。留辺蘂ロータリークラブは１９５

８年創立。歴史と伝統のあるクラブです。小野寺栄

司会長が掲げる会長方針『行動し、地域にアピール

し、将来の留辺蘂ロータリーの在りようを考えよ

う』がまさにクラブに浸透する努力をしています。

その取り組みとして地域にロータリークラブをＰＲ

するためにみどり祭りをはじめとする地域行事に積

極的に参加し会員皆様が快活に活躍されていること

また、地元の留辺蘂高等学校の生徒、留辺蘂自治区

の生徒を対象に就学援助として奨学金の支給にも力

を入れられています。地域に密着した行動を実践し

『心の和』を大事にしているロータリークラブと感

銘を受けました。

　留辺蘂ロータリークラブの皆様　心温まる対応を

して頂き感謝申し上げます。

（文責：及川　　悟　副幹事）

会　　場：留辺蘂商工会館

公式訪問：2018年8月28日（火）

会　長：小野寺栄司

幹　事：田中　裕治

第８分区　別海ロータリークラブ

　広大な酪農地帯で日本最大級の畜産糞尿発電バイ

オマス施設を有する別海町。全国１位の生乳生産量

を誇る高級乳製原料を供給する地域でもあり、尾岱

沼地域の漁業も盛んな人口1４，９２３人の町で

す。その地域で活動する別海ロータリークラブは、

根室ロータリークラブをスポンサーに１９７６年創

立。創立４２周年を迎えています。

　松隈会長は「ロータリーを楽しみ、理解しましょ

う」をキャッチフレーズとし何事にも意欲的に参

加、協力し合い国際理解、親善、平和の推進に努め

ることを会長方針に掲げてクラブ運営に邁進してい

ます。地域に理解され、歴史を刻む青少年育成事業

の「ロータリー杯スケート大会」は別海町としても

「当り前」の事業として認知されています。

　国際奉仕として海外からの移住者・海外労働者か

らの卓話を行い、国際親善にも力を入れているとの

ことでした。例会結びにはサプライズとして山口長

伸会員より素敵な名前折込和歌を頂き感謝・感動で

公式訪問を終えました。

　別海ロータリークラブの皆様　心温まる対応をし

て頂き感謝申し上げます。

（文責：及川　　悟　副幹事）

会　　場：別海交流館『ぷらと』

公式訪問：2018年8月29日（水）

会　長：松隈　昭敏

幹　事：楠瀬　　功



公式訪問レポート

9

ガバナー月信  10月号 Oct

第８分区　弟子屈ロータリークラブ
会　　場：ホテル摩周

公式訪問：2018年8月29日（水）

会　長：清水　智樹

幹　事：木暮　敏男

　弟子屈ロータリークラブは１９５７年に創立され
ました。町村としては日本で最初のクラブで、北海
道でも７番目のクラブです。道東内陸部に位置する
弟子屈町は古くから温泉の町として栄え、摩周湖、
屈斜路湖、釧路川、硫黄山など豊かな自然環境に恵
まれている地域の弟子屈ロータリークラブ。今年度
清水智樹会長の活動方針『もっとロータリーを知ろ
う、知らせよう、そのために行動しよう』を掲げよ
り良い地域社会を目指し地道に奉仕活動を積み上げ

てきたロータリークラブです。　活動方針を基に５
つの活動目標を掲げその中でも清水会長が幾度とな
く言葉にしていました「会員家族のロータリーへの
理解促進を図るため例会、行事等に参加機会を増や
す」まずは家族からひとりでも多くの人にロータ
リーを知ってもらうことにより地域への奉仕活動、
貢献事業を通じまさに『インスピレーション（刺激
を与える存在）』になるものと考えます。
　弟子屈ロータリークラブの皆様、心温まる対応を
して頂き感謝申し上げます。

（文責：及川　　悟　副幹事）

第３分区　上川ロータリークラブ

　上川ロータリークラブは、昭和５０年（１９７
０）３月１日、旭川北ロータリークラブ大内良美会
長、角地義満特別代表のスポンサーとして誕生し加
茂嘉雄初代会長以下２３名で創設されました。２０
１８年平昌オリンピックで銅メダルを獲得した高梨
沙羅選手を輩出した街であり、道内有数の観光地で
ある層雲峡、北海道ガーデン街道の一つである「大
雪森のガーデン」を抱えている町です。
　会長方針でありますクラブの現状をしっかり把握
し、将来に向けて持続可能な活動的クラブを構築し
ていきたいとの下活動をされております。現在会員

数１０名のクラブですが会の根幹をなす会員増強で
は入会予定者を例会にお呼びしてロータリーへの理
解をして頂く活動を積極的に行っているとの事で
す。また、「エスポワールの鐘」の清掃活動、「子
供紙ヒコーキ大会」、「上川ロータリークラブ争奪
中学校新人野球大会」等を主催し地域に根ざした活
動を行っているとの事でした。ガバナーが講話で
「会員数が少なく小さいクラブが決して弱小クラブ
ではない」と講話で話しておりましたが、これだけ
の充実した活動をされている上川ロータリークラブ
さんのパワーを感じまさしくこのことだと痛感致し
ました。
　クラブの皆様、暖かくお迎え頂き有難うございま
した。

（文責：深井　弘美　副幹事）

会　　場：喰い処　あかし

公式訪問：2018年8月30日（木）

会　長：湯川　秀一

幹　事：伊藤　隆司
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第３分区　富良野ロータリークラブ

　富良野ロータリークラブは創立が昭和３６年（１
９６１）年５月１２日、旭川ロータリークラブをス
ポンサーに設立されました。富良野市は「へそとス
キーとワインの町」と言われ北海道の「へそ」、中
心に位置し市域の７割を山林が占めるという恵まれ
た自然環境にある観光と農業の町です。
今年度の会長のスローガンに「見つけよう　あなた
のロータリー」のもと「ロータリーの力を信じ、す
ばらしいメンバーと共に自分の出来るロータリー活
動を再発見してみましょう」と活動をされておりま

す。例会では友情の握手を全会員とするという初め
ての経験をさせて頂きました。現在会員数４９名で
会員増強にも力を入れていらっしゃいますが、ただ
会員に推薦された方を入会して頂くのではなく会員
選考委員会という委員会で色々な方面から検討し本
当にこの人は会にふさわしいかどうか理事会に報告
するという重要な役割を担っており委員会の重要性
を感じました。また、各奉仕委員会も積極的な活動
をしておられクラブのパワーを感じました。富良野
ロータリーさんはベテランの方がいらっしゃりそし
て若手会員がいらっしゃり和やかに活動され、とて
もバランスの整ったクラブでした。お忙しい中の訪
問に暖かくお迎え頂きました事に感謝いたします。

（文責：深井　弘美　副幹事）

会　　場：新富良野プリンスホテル

公式訪問：2018年8月30日（木）

会　長：市村　英規

幹　事：久保　昌己

第１分区　豊富ロータリークラブ

　１週間に渡り訪問させていただく第一分区最初の
公式訪問先は創立52年で初の女性会員を迎えられた
豊富ロータリークラブです。豊富ロータリークラブ
は稚内の南に位置し最北の温泉郷で奇跡の湯と呼ば
れるほど油分を含んだ豊富温泉につかると、なかな
か身体が冷えないほど保温保湿効果の高い全国的に
も類のみない温泉です。十勝ワインを飲めるニュー
閣ホテルは会員が営んでおり一度はいってみてはど
うでしょう。
　今年度の豊富RC会長のスローガンは、『未来を

ひらく地域づくりに貢献・行動するロータリー活動
を！』とする方針を掲げられ、そば打ちの講師やイ
トウを守る会などと有言実行をされている植村会長
です。22名の会員とともに、活動をドンドン地域に
アピールしてロータリーを知ってもらことにより、
国際奉仕として中国からの花嫁や農業留学生との親
睦交流会などを開催したり、ロータリー文庫の資金
の寄贈や中学校軟式野球大会などのすばらしい社会
奉仕の8つの継続事業をすることにより、この度は
豊富小学校からICT機器や掲揚ポールの寄贈の感謝
盾を拝見させていただき今後益々ロータリー精神が
地域に密着するクラブだと感じる公式訪問となりま
した。月曜日の午前中というお忙しい中対応してい
ただき、感謝と御礼申し上げます。

（文責：松岡　真勝　副幹事）

会　　場：豊富町商工会館 2F

公式訪問：2018年9月3日（月）

会　長：植村　正道

幹　事：石川　　敏
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第１分区　稚内南ロータリークラブ
会　　場：ANAクラウンプラザホテル稚内
公式訪問：2018年9月3日（月）

会　長：山下　　優
幹　事：飯﨑　仁一

第１分区　利尻ロータリークラブ

　公式訪問の中で一番気になり、そして過去数々の
公式訪問したロータリアン評判の離島のまず最初の
公式訪問先は利尻ロータリークラブです。
　フェリーターミナルで大歓迎をしていただいたも
ののこの日は物凄い強風。今年最強の台風21号が接
近しているため日帰りの訪問となりました。副幹事
の行いが悪いのか。誰が悪いのかはさておき、帰り
のフェリーが欠航するかしないか不安の中、会長幹
事懇談会・クラブ協議会・公式訪問例会を行いまし
た。

　米谷会長のもと今年度は17名で活動し一人何役も
こなさなければならない反面気心の知れた仲間同士
のため風通しがよくまとまりがあり地域に密着した
奉仕活動をおこなっています。例会を楽しく充実さ
せるために会員に３名ホテル経営者がいる事を活か
し、旅行に来たロータリアンにゲストに来ていただ
き外部との交流を深める例会という面白い試みや、
13年前にお世話になった浴衣パーティーなど三大
パーティーで親睦を深め、町内各行事への支援、地
域開発としてロータリー憩いの広場の環境整備、会
津藩士慰霊祭の執行、新世代プログラムとして図書
券の贈呈、新就職者を励ます会を開催するなどまだ
まだ数多くの地域密着の活動を行い会員相互が連携
し更なる飛躍の年になるようご祈念申し上げるとと
もに荒れた天候の中対応していただき感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。

（文責：松岡　真勝　副幹事）

会　　場：ホテル あや瀬
公式訪問：2018年9月4日（火）

会　長：米谷　　篤
幹　事：渡邊　善哉

　日本最北端に位置する稚内市は、宗谷海峡をはさ
んで東はオホーツク海、西は日本海に面し、宗谷岬
からわずか43kmの地にサハリンの島影を望む国境
の街です。
　「水産」・「酪農」・「観光」を基幹産業とする宗
谷地方の行政、経済の中心地にある稚内南ロータリー
クラブは素晴らしい実績を残してきた歴史と伝統のあ
るクラブであり明るく個性豊かな会員を中心にこれま
で以上に活き活きとした魅力のあるクラブとなるよ
う、閃きと可能性、勇気、希望、創造性を持って更な
る改善、発展に邁進しているクラブでした。
　1972年3月に創立今期で４７期を迎え現在の会員
数は３７名。クラブの目指す将来性、方向性に合う
企業人を選考しながら４０名を目標とし未来へ向け
て更なる飛躍のための活動にお忙しい中訪問をさせ
ていただきました。
　山下会長が掲げる活動方針「情熱的に行動するロ

ータリーであり続けよう」のもと、稚内大谷高校の
インターアクトクラブと共に活動しロータリーの理
念や目的を直接感じていただきながら青少年の育成
に支援、協力など、日々積極的に活動されており継
続的に開催されている稚内南中学校への「社会人講
和」の参加や稚内北星大学に在籍するネパールから
の米山奨学生の世話クラブとして地域活性化に大き
く貢献し地域に根ざした奉仕活動を永く取り組んで
おられます。
　多岐にわたる活動と、地域への想いを持って会員
各位が活き活きと明るく地域で活躍されていること
に感銘を受けた訪問になりました。
　台風２１号の影響や北海道胆振東部地震が重なり
日程調整に大変な中、中陳ガバナー補佐をはじめ会
員の皆様に、今まで経験したことがないほど温かく
歓迎していただき、これこそがロータリーの素晴ら
しさなのかとあらためて感激しました。
　そして、もう一度行ってみたい街とクラブだと本
気で思いました。
　これからのますますの発展をご祈念申し上げ、明
るくそして温かく迎えられたことに感謝申し上げま
す。

（文責：前川　　学　副幹事）
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米山月間に寄せて

RI2500地区米山記念奨学会運営委員会
委　員　長 松　浦　信　一

（北見西ロータリークラブ）

　10月は米山月間です。あらためてロー
タリアンの皆様方には、この事業に対して
より一層ご理解をいただき、ご協力を賜り
ますようお願いします。
【米山記念事業の使命と特徴】
 将来、日本と世界を結ぶ｢懸け橋｣となっ
て国際社会で活躍し、ロータリー運動のよ
き理解者となる人材を育成することであり
ます。
 そして米山奨学制度の最大の特徴は、カ
ウンセラー、世話クラブ制度です。それぞ
れの奨学生に地域のロータリークラブが
「世話クラブ」となり、世話クラブ会員が
｢カウンセラー｣となって、日常の相談役を
務めます。奨学生は世話クラブの例会や奉
仕活動に参加し、ロータリアンとの交流を
通じて、平和の心や奉仕の心を学ぶことが
出来ます。
【2500地区の現状】
　今年度2500地区の奨学生は2名の奨学生
が終了し、現在新規奨学生６名（旭川1
名、稚内1名、北見1名、網走2名、帯広1
名）と継続奨学生２名（帯広１名、北見1
名）と初めてのケースになりますが、今年
度海外応募により10月から採用の1名（帯
広1名）の計9名となっています。当地区
は奨学生のいる地域が限られているため
に、世話クラブに加えて世話子クラブ訪問
や地区大会でお話しする機会を設けて出来
るだけ交流できるよう努めていきます。
【委員会活動状況】
　昨年末に面接試験を行い、4月にオリエ
ンテーションを開催しました。そこでカウ
ンセラーと奨学生に対して詳細を説明させ
ていただきました。7月の地区の米山奨学

会研修セミナーには、米山奨学会本部から
広報担当の野津美由紀さんにお越しいただ
き、ロータリアンの皆様方に概要など詳し
くお話しいただきました。9月にはカウン
セラー会議を行い、奨学生となって半年の
生活状況など確認させていただきました。
皆さん順調に米山奨学生として過ごされて
おり、勉学にそしてロータリアンとの交流
を通じてロータリー活動に参加をして下っ
ていました。地区大会には皆さんの前で報
告していただく予定でおります。
　2500地区は広域な地域で奨学生との交
流が難しい地域もあるとは思いますが、ど
うか米山記念事業の趣旨にご理解いただ
き、ロータリアンの皆様方のご支援とご理
解を賜りますよう心からお願いします。

カウンセラー会議にて（９／９）
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過　歆宇
ＲＩ第2500地区：北海道教育大学（旭川）

　私が、初めて日本へ来た時は、一人暮らしの生活が初めてなので、何もできなくて緊張しまし

たが、それと同時に未知の世界に期待もしていました。空港で両親と離れがたくて泣いた私でし

たが、今では落ち着いて国を離れるようになりました。料理を一切していなかった私が、今では

毎日自分で一日三食作るようにもなりました。日本へ留学したことは良かった？と聞かれた時、

その答えはもちろん「はい」です。

 留学生活には色々な出来事があります。新しい友達ができ

た時の嬉しさ、美味しい料理を食べた時の幸せ、うまくい

かない時の悲しさ、一人で病院へ行く時の寂しさ、もちろ

ん生活はいつも順調に進むわけではないので、自分が強く

ならなければなりませんでした。日本に来て自分が本当に

成長したと思います。

 大学院の一年目は、忙しいけれども、毎日充実しています。研究方向と方法も大体決め、これか

らは調査と修論を書く予定です。研究内容は給食に関する中日の比較です。七月に指導の先生と

一緒に日本一の給食、置戸小学校へ見学しに行きました。一年間の献立が、重複しないことに驚

きました。栄養士さんは努力し大変なお仕事だと思いました。給食の献立にも驚きましたが、食

器も素敵な木の素材で作られ、さすが日本で一番の学校給食で子

どもたちは幸せだなあと感じました。栄養士の佐々木さんは私が

給食を研究していることを知り、著書を私にくださいました。

佐々木さんの力をお借りし、給食の研究をもっと頑張りたいと思

います。

 留学で日本に来たので、学業はもちろん一番大事なことです

が、できるだけ日本人と触れ合い、日本の文化を理解し、また中

国の文化を日本の人達に伝えたいと思います。勉強以外の時は、できるだけ多く日本人と遊んで

交流しています。今年の四月から米山奨学生になれて本当良

かったと思います。ロータリアンの皆さんの寄付のおかげで、

生活費の負担が軽くなり、学業に専念することもできます。毎

月旭川南ロータリークラブの例会に参加し、ロータリアンの皆

さんと触れ合い、異なる職業の方と話しができ、とても勉強に

なります。今月は私も河川敷清掃に参加しました。旭川南ロー

タリークラブの皆さんは雨の中、社会奉仕のために、活動され

心から尊敬しました。この活動を通して、もっと深くロータリークラブの奉仕の精神が理解でき

ました。

　残りの一年間の留学生活、研究を努力すると同時に中日の架け橋になり、中日友好のために自

分の力を尽くしたいと思います。これからもより充実した留学生活をしていきたいと思います。

（河川敷清掃に参加した私）

（置戸小学校給食の試食）

（佐々木さんにサインして頂いた本）
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新入会員紹介

ロータリー財団寄付者

お知らせ

物故会員

2018年７月・8月・9月入会

謹んで哀悼の意を表し心からご冥福をお祈りいたします

第１分区
稚内ロータリークラブ

横　田　裕　之
よこ た ひろ ゆき

●生命保険
●昭和46年１月１日
●７月１日入会

第６分区
芽室ロータリークラブ

手　島　　　旭
て しま あきら

●宿泊施設
●昭和41年９月５日
●９月１日入会

第７分区
釧路南ロータリークラブ

堤　　　達　也
つつみ たつ や

●飲食業
●昭和49年12月１日
●９月14日入会

第１分区
稚内ロータリークラブ

船　谷　　　守
ふな や まもる

●バス事業
●昭和34年３月７日
●７月１日入会

第１分区
天塩ロータリークラブ

佐　藤　博　幸
さ とう ひろ ゆき

●農業協同組合
●昭和23年１月29日
●８月６日入会

第６分区
芽室ロータリークラブ

鈴　木　良　幸
すず き よし ゆき

●製糖業
●昭和30年５月６日
●９月１日入会

寄付月日
７月６日
８月31日
８月２日
９月14日

名　　　前　（ふりがな）
張　江　宣　夫（はりえ　のぶお）
小船井　修　一（こぶない　しゅういち）
葭　本　正　美（よしもと　まさみ）
池　田　圭　樹（いけだ　けいじゅ）

米山功労者
年次（水と衛生）（ソサイティー）
米山功労者５回目
ベネファクター

寄付の種類
釧路西ロータリークラブ
釧路ロータリークラブ
釧路ベイロータリークラブ
釧路ベイロータリークラブ

ロータリークラブ分　区
第７分区
第７分区
第７分区
第７分区

■第３分区　美瑛ロータリークラブ

濱塚　光政
土木工事

はまつか みつまさ

昭和50年３月　入会
昭和50年　　　副会長
昭和51年　　　幹事
昭和55年　　　会長
平成５年　　　会長
平成９年　　　幹事

平成30年８月27日逝去
（82才）

■お詫び
　ガバナー月信 Vol.3 の記事 11 ページ公式訪問の紋別ロータリークラブの幹事名に誤りがありま
した。正しくは渡部　啓一様でした。
　誌面を借り深くお詫び申し上げます。

第８分区　厚岸ロータリークラブ　お食事処　牡蠣街道　
〒088-1125　厚岸郡厚岸町白浜３丁目110番地　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　0153-52-5555

事務所
例会場
変　更
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RI2500地区 2018年8月末報告例会出席率及び会員数推移
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オンツーハンブルグ委員会
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RI2500地区ロータリーの友委員会
地区代表委員 石　岡　幸　雄

（帯広北ロータリークラブ）
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